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日没前後の交通事故死 大幅増加

ビート輸送が、始まりました！ 十勝型事故の防止

幹線道路・農道の交差点は、確実な一時停止と左右確認･･･

相手車両は、止まらないかもしれない！

「居眠りしたかも」 トレーラー運転の容疑者が供述

祭りの住民の列に大型トレーラーが突っ込んだ事故

◇２時間ごとに、１５分休憩で 守ろう 自分の命、相手の命◇

２０１６年１０月２１日 １２時４５分

香川県の国道で、秋祭りの太鼓台を運ぶ住民の列に大型トレーラーが突っ込み、１人が死亡、多数の負傷者が

出た事故で、自動車運転処罰法違反の疑いで逮捕されたトレーラー運転手の男性容疑者（４２）が「居眠りをしてい

たかもしれない」と供述していることが２１日、警察への取材で分かった。

気のゆるみ スピード出し過ぎていませんか？

大型スーパー付近は、高齢歩行者の”危険横断”に注意しましょう

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

バックは・・・『カメが歩くスピードの気持ちで 』

○積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう

○鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう

○ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう

○敷き鉄板の積み下ろし作業時、ユニック作業に注意しましょう

土・日・祭日は、部活の小・中・高校生の自転車に注意しましょう

スリップ事故ご注意！ 冬タイヤ早めに装着を

スリップ事故は対向車線にはみ出して正面衝突するケースが多い

山間部やトンネルの入り口の日陰は凍結しやすい

スピードの調整や急ブレーキ、ハンドル操作に気をつけて！

２０１６年１０月２２日

◆過去５年死亡事故 １１、１２月に集中 ５６％

スリップによる死亡事故が多発するシーズンに入り、道警が注意を呼びかけている。スリップ事故は対向車線

にはみ出して正面衝突するケースが多く、過去５年間の冬期（１１～３月）に道内で起きたスリップによる死亡事

故は、１１月と１２月に５６・３％が発生している。昨年１２月には、男女５人が死傷するスリップ事故も起き

ており、道警は早めの冬用タイヤ装着や安全運転を訴えている。死亡事故以外も含めると、スリップ事故の７３

・２％が対向車線にはみ出すなどした正面衝突だった。佐呂間町の道道では昨年１２月、介護送迎車が凍結路面

で対向車線の軽乗用車と正面衝突し、男女５人が死傷した。１１、１２月は日中の気温が０度を上回っても、夜

間は氷点下になる日が多く、路面が凍結しやすくなる。雪の降り始めの時期は、路面が凍結してでこぼこになり

、積雪前の感覚で速度を出すドライバーがスリップして、事故を起こす危険性が高まるという。

同課は「山間部やトンネルの入り口の日陰などの路面が凍結しやすい場所では、スピードの調整や急ブレーキ

、ハンドル操作に気をつけてほしい」と、注意を呼びかけている。

通学路の交差点 横断歩道で小学生の列に車突っ込む 小1男児2人がケガ

２０１６年１０月２１日 （金） １２：０８

２１日午前７時２０分頃、新潟県の交差点の横断歩道を渡っていた登校中の小学生５人の列に、直進してきた男性会

社員（４５）運転の乗用車が突っ込み、先頭を歩いていた１年生の男児（６歳と７歳）２人がはねられた。２人は市内

の病院に搬送され、顔面打撲などの軽傷を負った。児童たちが通う小学校によると、現場は通学路で、同校では

事故を受けて「交差点を横断する際には十分に注意するようあらためて児童に徹底したい」としている。

午後4時 交差点、自転車と衝突 ひき逃げ容疑逮捕

◇もしも、もしも、もしも、･･･のときは･･･まず、救護◇

２０１６年１０月２１日 ０８：５９

栃木県の警察は２０日、自動車運転処罰法違反（過失運転致傷）とひき逃げの疑いで、パート従業員の女性（２７）

を逮捕した。逮捕容疑は同日午後４時１４分ごろ、栃木県の市道で軽乗用車を運転中、交差点の右から来た、無職

男性（７０）の自転車に衝突、頭などにけがをさせ、そのまま逃げた疑い。

午後11時 路肩を歩いていた･･･後ろからはねられ重傷

はねた車は、走り去る･･･ひき逃げ

２０１６．１０．１６ ０７：００

１４日午後１１時４０分ごろ、栃木県の県道で、路肩を歩いていた近くに住む大学生の男性（３４）が後ろから来

た軽乗用車にはねられた。男性は、病院に運ばれたが、脳挫傷などの重傷。軽乗用車はそのまま走り去ったとい

い、警察はひき逃げ事件として捜査している。歩道はなく、男性は知人と２人で路肩を歩いていた。


